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サポニン・サポゲニンには barringtogenol C, barringtogenol D とよく似た構造の jegosapogenin(=21-O-
tigloyl-barringtogenol C), desacyl-jegosaponin2) などが報告されています。若い葉の裏側や枝には星の形を
した淡褐色の星状毛がたくさんありますので時間に余裕があれば，是非，観察してみてください。時々，枝




写真 1　エゴノキ（花） 写真 2　エゴノキ（エゴノネコアシ）
　注 1）サポニン saponin: 疎水性のトリテルペン（もしくはステロイド）に親水性の糖が結合することで界面活性効果
を示すトリテルペン（もしくはステロイド）の配糖体である。一般的に，溶血作用，魚毒活性，鎮咳・去痰作用が知ら
れている。その非糖部（トリテルペンもしくはステロイド部分）をアグリコン aglycone，ゲニン genin，またはサポ
ゲニン sapogenin という。生薬として有名なニンジン，カンゾウ，キキョウなどは，それぞれ，ginsenoside Rb1（ニ
ンジン）, ginsenoside Rg1（ニンジン），glycyrrhizic acid（カンゾウ），playcodin D（キキョウ）などを含む。
野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —
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写真 3　エゴノキ（果実） 写真 5　エゴノキ（成熟した果実）
図 1　成分の構造式
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写真 5　エゴノキ（樹皮）
